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長
年
続
け
て
き
ま
し
た
交
通
災
害
共

済
は
、
平
成
１６
年
度
を
も
っ
て
取
扱
い（
加

入
募
集
）を
終
了
し
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
近
年
民
間
で
も
交
通
傷
害

関
連
の
保
険
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
や
、

ま
た
個
人
情
報
保
護
上
の
問
題
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。
 

　
な
お
、
見
舞
金
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

平
成
１６
年
度
に
加
入
さ
れ
た
方
の
請
求

期
間
が
終
了
す
る
平
成
１９
年
3
月
末
日

ま
で
は
、
引
続
き
役
場
の
窓
口
で
の
受

付
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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交
通
災
害
共
済
の

取
扱
い
が
終
わ
り
ま
す

　大門の東光寺の西南に十三重塔があります。

花崗岩（みかげ石）で造られた、高さ約4.6ｍの

大規模な層塔です。この石塔は、その造り方の

様式から、鎌倉時代後期（14世紀）ごろのもの

と考えられ、東播磨地方における数少ない鎌倉

時代後期の石造層塔の一つです。 

　伝承では、石塔の中に水晶の小型の塔が納め

られていて、この石塔は源（木曽）義仲の供養塔

といわれています。また、旭雲山東光寺の山号

も源義仲の朝日（旭）将軍にまつわるものとも伝

えられています。 

　ちなみに、この大門の地域には寺の名前をもつ土地がいくつかあり、その昔は供

養の寺であった所と考えられます。 

　なお、この石塔は、黒田庄町指定文化財です。 

あいさつは　心と心の　虹のかけ橋 大川みさ子さん（前坂） 
「あいさついっぱい運動」今月の標語「あいさついっぱい運動」今月の標語「あいさついっぱい運動」今月の標語

3月のお知らせ
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十三重の石塔 
じゅうさんじゅう　 せきとう　 

 

　
少
し
ず
つ
温
か
く
な
り
、
春
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
や
っ
と
寒

さ
か
ら
開
放
さ
れ
る
と
喜
ん
で
い

ま
す
。
 

　
み
な
さ
ん
は
「
春
」
と
言
え
ば

何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
や
は

り
桜
で
し
ょ
う
か
？
私
も
、
多
く

の
方
と
同
じ
よ
う
に
「
桜
」
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
。
 

　
桜
は
、
春
の
数
週
間
し
か
花
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
古
く
は
、
花
と
い
え
ば
桜
を

示
し
、
桜
と
い
う
字
を
使
っ
た
食

べ
物
や
地
名
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
 

　
町
内
で
も
、
桜
が
楽
し
め
る
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

日
頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ
て
、
桜
を

楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
N
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お　も　な　内　容 

・お元気ですか町長です 

　駅舎名称募集、トレッキングコースについて…

　……………………………………………２～３ 

・表彰、北はりま田園空間博物館………４～５ 

・税務署からのお知らせ、年金　ほか…６～７ 

・いのちの輝き　ほか……………………８～９ 

・健康アドバイス・年金一口メモ　ほか…１０～１１ 

・消防通信・人権を尊ぶまちづくり……１２～１３ 

・イキイキハッピータウン　ほか………１４～１５ 

・お知らせ　ほか…………………………１６～２０ 

か
く
れ
ん
ぼ

広　報 

地域で子どもたちの安全を守ろう！ 
（2月21日　黒田地区での見回り活動） 

　　だいもん　　とうこう  じ　　 せいなん　　じゅうさんじゅうのとう 

 か  こうがん　　　　　　　 いし　　　つく　　　　　　　　 たか　 　やく　　　　　　　 

だい  き　ぼ　　 そうとう　　　　　　　　　    せきとう　　　　　　　   つく　　 かた　　 

ようしき　　　　　     かまくら  じ  だいこう き　           せい  き　　　　　　　　　　　　　  

     かんが　　　　　　　 ひがしはり ま　ち ほう　　　　　　　　 かずすく　　　　かまくら   

 じ  だい こう き　    せきぞうそうとう　　ひと　 

　　でんしょう　　　　　  せきとう　　なか　　すいしょう　　 こ がた　　 とう　　 おさ 

　　　　　　　　　　　　　　　　せきとう　みなもとの き　そ　  よしなか　　  く ようとう 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょくうんざんとうこうじ　　さんごう　  

    みなもとのよしなか　 あさ  ひ　あさひ　しょうぐん　　　　　　　　　　　　　　　　　　つた　 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　だいもん　　  ち  いき　　　  てら　　  な まえ　　　　　　　と　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むかし　   く 

よう　   てら　　　　　　　 ところ　かんが　 

　　　　　　　　　　　　せきとう　　　　くろだしょうちょうしていぶんかざい　 

 

 



「お元気です
か？

　　　町長で
す。」

「お元気です
か？

　　　町長で
す。」「お元気です
か？

　　　町長で
す。」
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東
　
野
　
敏
　
弘 

 
2
月
初
め
に
は
日
本
列
島
に
寒
波
が
襲
い
、
各
地
で
大
雪
が

降
り
ま
し
た
。
本
町
で
も
2
日
朝
、
あ
た
り
一
面
雪
景
色
で
し

た
。
朝
の
通
学
・
通
勤
時
に
事
故
が
起
こ
ら
な
い
か
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
何
事
も
な
く
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
本
町
で
は
昼
過

ぎ
に
雪
が
解
け
ま
し
た
が
、
中
越
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
新
潟
地
方
で
は
3
メ
ー
ト
ル
近
く
の
雪
が
積
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
、
77
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
が
雪
の
重
さ
で
つ
ぶ
れ
な

い
よ
う
に
家
の
雪
下
ろ
し
を
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
何
と
も

言
え
ず
胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
、
復
旧
を
祈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
同
じ
頃
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
三
宅

島
の
人
々
が
5
年
ぶ
り
に
故
郷
の
土
を
踏
み
し
め
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
「
暮
ら
し
の
再
開
へ
の
確

か
な
一
歩
」
が
し
る
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
 

 　
さ
て
、
役
場
に
死
亡
届
が
出
さ
れ
る
と
、
私
の
元
に
「
死
亡

届
受
理
書
」
が
事
務
連
絡
と
し
て
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
届

け
を
見
る
た
び
に
、
い
つ
も
暗
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
年

に
入
り
、
特
に
私
と
年
代
の
近
い
中
高
年
の
方
々
が
数
多
く
亡

く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
正
月
明
け
に
は
、
明
る
く
元
気
一
杯

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
教
え
子
の
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
私
の
同
級
生
で
中
学
校
の
時
か
ら
無
二
の
親
友
と

し
て
付
き
合
っ
て
き
た
友
達
が
急
死
し
ま
し
た
。
亡
く
な
る
一

週
間
前
の
夜
も
、
冗
談
を
言
い
な
が
ら
今
後
の
黒
田
庄
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
ば
か
り
で
し
た
。
遺
骸
を
運
ん
で
い
る
と
き
、

嘘
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
や
悲
し
さ
で
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
残
さ
れ
た
子
ど
も
達
や
ご
家
族
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
い

た
た
ま
れ
な
く
な
り
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
本
人
自
身
が
、
も
っ

と
無
念
だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
元
気
だ
と
本
人
は
思
っ
て
い
て
も
、
知
ら
な
い
間
に
病
気
が

進
行
し
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

町
ぐ
る
み
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
も
利
用
し
、
病
気
の
早
期

発
見
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
お
身
体
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

　
 

　
現
在（
2
月
初
め
）、
黒
田
庄
町
と
し
て
最
後
の
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
新
市
に
引
き
継
ぐ
べ
き
こ
と
、
合
併
に
際
し

整
理
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。
財
源
が
乏
し
い
お
り
、
苦
慮
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

職
員
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
ま
と
め
上
げ
て
い
き
ま
す
。
 

ぜ
ひ
住
民
健
診
の
受
診
を
！ 
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交
流
拠
点
施
設
で
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン

を
駅
舎
機
能
と
し
て
最
低
必
要
な
改
札
口
通
路
部

分
の
み
残
し
、
通
路
を
挟
ん
で
の
両
側
面
を
絵
画

や
書
道
な
ど
の
展
示
場
と
し
て
、
ま
た
、
地
場
産

業
や
お
店
紹
介
な
ど
の
P
R
の
場
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
目
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ゾ
ー
ン
は
参
画
す
る
地
元
住
民
や
各
種
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
で
企
画
し
、
自
由
な
発
想
で
利
用
で
き

る
よ
う
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
、
昼
間
は
、

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
と
し
て
朝
市
や
憩
い

の
サ
ロ
ン
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

　
多
く
の
利
用
者
の
方
に
親
し
ん
で
呼
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
交
流
拠
点
施
設
の
愛
称
を
募
集
し

ま
す
。
 

　
な
お
、
採
用
さ
れ
た
方
に
は
賞
品
が
進
呈
さ
れ

ま
す
。
同
名
が
多
数
あ
る
場
合
は
、
愛
称
の
説
明

が
素
晴
ら
し
い
1
点
を
優
秀
賞
と
し
、
他
の
同
名

の
応
募
の
方
は
、
粗
品
を
贈
り
ま
す
。
 

■
応
募
方
法
 

　
①
愛
称
と
そ
の
説
明
、
②
住
所
、
③
氏
名
、
 

　
④
年
齢
、
⑤
電
話
番
号
を
任
意
の
用
紙
に
記
入

　
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
で
も
可
）
 

■
募
集
締
切
　
平
成
17
年
3
月
20
日（
消
印
有
効
）
 

■
内
　
　
容
　
鉄
道
に
関
す
る
も
の 

■
応
募
資
格
　
町
内
在
住
幼
稚
園
・
小
中
学
生
対
象 

■
募
集
締
切
　
4
月
7
日（
木
） 

　
※
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん 

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
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駅
舎
に
展
示
す
る
絵
画
、
書
道
等
を
募
集 

28

新しい駅舎のイメージ図（案） 

黒
田
庄
交
流
拠
点
施
設（
黒
田
庄
駅
舎
）の
愛
称
募
集
！
 

黒
田
庄
駅
舎
が
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
3
月
 

末
に
完
成
し
4
月
上
旬
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
 

 

黒田庄白山トレッキングコースが 
　日本トレッキング協会第1号認定コースとなりました！ 
黒田庄白山トレッキングコースが 
　日本トレッキング協会第1号認定コースとなりました！ 

コースの紹介 

■里山コース　　秋谷⇒白山⇒妙見山⇒住吉神社（7.5㎞） 

■田園コース　　住吉神社⇒秋谷　（2.5㎞） 

■コース全長　　計10㎞ 

■所要時間　　　約4時間 

■トレイルのみどころ  
　登り口にあるエメラルドグリーンの秋谷池付近には、 
草花を楽しむフォルクスガーデンもあり、その周辺は 
散策もできる公園として駐車場、水洗トイレなどが整備されています。 
　白山に登ると山頂からは、直線距離で約40㎞先の瀬戸内海の風景の中に明石海峡大橋や六甲
山脈などを望むことができ、その手前は西光寺山、笠形山などの山並みと加古川流域の町並み
が見え、秋と冬には幻想的な雲海も見ることができます。 

※トレッキング　 

健康やレクリェーションを目的とした山歩き。
また、高山の山麓を徒歩で旅行すること 

■問い合わせ先 　生涯学習課　1○4735
秋谷近辺から見た黒田庄市街地 

２８ 
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黒田庄の古刹をめぐり歩こう

■問い合わせ先 
　特定非営利活動法人　北はりま田園空間博物館事務局　 

　〒677-0022　西脇市寺内字天神池517-1 

　1○2370 　ＦＡＸ○2123    
　　jk@k-denku.com　http://www.k-denku.com/

25 22

　西脇市多可郡をぐるりとまわる『日本一長い散歩道』を歩きましょう。 

第6回目は黒田庄町です。お寺、お宮さん、池や川の土手、それぞれの

桜吹雪を浴びながら春を楽しみましょう。距離は10ｋｍくらいです。

どなたでも参加できます。 

■と　　き　4月10日（日）午前9時30分～午後3時半頃 

■集合場所　北はりま田園空間博物館総合案内所午前9時30分出発 
　　　　　　バスで黒田庄町の「黒田公民館」まで行きます。（現地集合もできます）黒田公民館午前10時出発 

■行 き 先　末谷池、瀧尾神社、荘厳寺、蛭子神社、子午線モニュメント 

■持 ち 物　お弁当・お茶など　　　※小雨は歩きます 

 

ひょうご花と緑の 
　　コンクールで受賞！ 
ひょうご花と緑の 
　　コンクールで受賞！ 
ひょうご花と緑の 
　　コンクールで受賞！ 

第22回 
 

手
作
り
年
賀
状
表
彰

手
作
り
年
賀
状
表
彰

手
作
り
年
賀
状
表
彰

手
作
り
年
賀
状
表
彰

手
作
り
年
賀
状
表
彰

　
中
央
公
民
館
主
催
に
よ
る
「
第
18
回
手
作
り
年
賀
状
展
」

が
、
郵
便
局
の
協
力
の
も
と
、
1
月
7
日
か
ら
2
月
5
日
の

期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
出
展
数
は
小
学
生
の
部
1
0
5
点
、
中
学
生
以
上
の
部
4

点
。
版
画
や
書
、
貼
り
絵
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
入
賞
は
、
展
示
場
所
で
あ
る
中
央
公
民
館
、
郵
便
局
、
両

小
学
校
、
中
学
校
へ
の
来
場
者
に
よ
る
人
気
投
票
で
決
め
ら

れ
、
2
月
14
日
に
中
央
公
民
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

◆
小
学
生
の
部
 

　
○
金
賞
 

　
　
藤
原
桂
純
さ
ん
 

　
○
銀
賞
 

　
　
森
脇
美
織
さ
ん
 

　
○
銅
賞
 

　
　
宮
崎
正
明
さ
ん
 

◆
大
人
の
部
 

　
○
金
賞
 

　
　
森
村
　
勇
さ
ん
 

　
○
銀
賞
 

　
　
枡
田
直
紀
さ
ん
 

　
○
銅
賞
 

　
　
松
岡
克
己
さ
ん
 

人
口
動
態
職

人
口
動
態
職
業
・
業
・
産
業
調
査
に
ご
協
力
を

産
業
調
査
に
ご
協
力
を 

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
に
ご
協
力
を 

　
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
各
届
出
書
を
も

と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で

す
が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、
届
書
に
職

業
の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉
の
向
上
の
た
め

の
統
計
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。 

■
調
査
期
間
　
平
成
17
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
18
年

3
月
31
日
ま
で
の
1
年
間 

■
調
査
対
象
者
　
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・
婚

姻
届
お
よ
び
離
婚
届
の
届
出
を
さ
れ
る
方
々 

■
調
査
方
法
　
各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
「
教
員
」
「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
の
方
は
専
門
・
技
術
職
、

「
一
般
事
務
員
」
「
集
金
人
」
の
方
は
事
務
職
、
「
飲
食
店
主
」
「
小
売
店
主
」
「
外

交
員
」
の
方
は
販
売
職
、
「
美
容
師
」
「
調
理
師
」
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」
の
方
は
サ

ー
ビ
ス
職
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
　
ま
た
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設
業
、
不
動
産
業
と
い
っ
た
産
業
も
併
せ
て
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

　
届
出
を
す
る
市
区
町
村
役
場
の
窓
口
で
「
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・
婚
姻
届
・

離
婚
届
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業
例
示
表
）
」
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

参
考
の
上
、
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓
口
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
・
住
民
課
　
1
○
2
1
2
1
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　花と緑あふれる美しい県土づくりの一環と

して行われてきた同コンクールで、本町の「黒

田庄花の会」のみなさんが、産経新聞社賞を

受賞されました。 

 黒田庄花の会のみなさんは、日時計の丘公

園前の花壇の整備などの活動を行われており、

日頃の活動に対しての受賞となりました。 

ふるさとのすばらしさを
発信し続けています
ふるさとのすばらしさを
発信し続けています

　2月20日、八千代町で行われた「北播磨地日、八千代町で行われた「北播磨地

域夢会議」で喜多地区の宮崎甲子太郎・ウメ域夢会議」で喜多地区の宮崎甲子太郎・ウメ

ノさん夫婦が「ハートランド・夢大使」の称ノさん夫婦が「ハートランド・夢大使」の称

号を兵庫県知事から授与されました号を兵庫県知事から授与されました。 

 この称号は、北播磨の魅力を発信されていこの称号は、北播磨の魅力を発信されてい

る方々などに贈られ、グループで行っているる方々などに贈られ、グループで行っている

ギフチョウの飼育活動や自作ビデオの作成なギフチョウの飼育活動や自作ビデオの作成な

どが評価され認定されましたどが評価され認定されました。 

　2月20日、八千代町で行われた「北播磨地

域夢会議」で喜多地区の宮崎甲子太郎・ウメ

ノさん夫婦が「ハートランド・夢大使」の称

号を兵庫県知事から授与されました。 

 この称号は、北播磨の魅力を発信されてい

る方々などに贈られ、グループで行っている

ギフチョウの飼育活動や自作ビデオの作成な

どが評価され認定されました。 

表彰
おめでとうございま

す表彰
おめでとうございま

す表彰
おめでとうございま

す



税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報くろだしょう　３月号 広報くろだしょう　３月号 

67

　
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
が
自
分

で
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
翌
年
か

ら
税
務
署
に
お
越
し
い
た
だ
か
な
く
て

も
済
む
と
い
う
納
税
者
の
方
々
の
利
便

を
考
慮
し
、
確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳

書
を
ご
自
分
で
作
成
い
た
だ
け
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
申
告
書
の
作
成
に
関
し
、

職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
前
年
分

の
申
告
書
控
」
な
ど
を
参
考
に
、
確
定

申
告
書
等
を
ご
自
分
で
正
し
く
作
成
さ

れ
、
郵
送
等
で
早
期
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

 
な
お
、
確
定
申
告
書
の
提
出
や
納
税

を
3
月
15
日（
火
）ま
で
に
行
わ
な
か
っ

た
り
、
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
る

と
き
に
は
、
加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
平
成
16
年
中
に
1
1
0
万
円
を
超
え

る
財
産
を
も
ら
わ
れ
た
方
は
、
贈
与
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。
 

 
新
築
家
屋
を
建
て
る
た
め
に
親
か
ら

現
金
を
も
ら
わ
れ
た
と
き
は
、
贈
与
税

が
か
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

税
務
署
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
3
月
15
日

（
火
）ま
で
で
す
。
 

  
西
脇
税
務
署
で
は
、
土
・
日
・
祝
日

は
閉
庁
し
て
い
ま
す
。
 

 
な
お
、
申
告
書
は
郵
送
ま
た
は
税
務

署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投
か
ん
す
る
こ

と
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　
西
脇
税
務
署
　
1
○
3
1
7
1
　
 

確
定
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て 

お
早
め
に
。
提
出
は
郵
送
で
!！
 

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
所
得
税 

の
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
！！
 

確
定
申
告
の
際
は
、
定
率
減
税 

の
適
用
を
お
忘
れ
な
く
！！
 

贈
与
税
の
申
告
も
お
早
め
に
！！
 

　
平
成
16
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、

定
率
減
税
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
所
得

税
額
の
20
％
相
当
額（
最
高
25
万
円
）と

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

所
得
税
・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税 

の
納
付
は
振
替
納
税
で
！！
 

　
便
利
で
安
心
・
確
実
な
振
替
納
税
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
手
続
き
は
簡
単
で
す
！
 

 
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
の
必
要
事
項

に
記
入
・
押
印
の
上
、
税
務
署
ま
た
は

ご
利
用
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
預
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
日

は
、
 

○
申
告
所
得
税
‥
‥
‥
4
月
19
日（
火
） 

○
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
 

 
　
　‥
‥
‥
‥
4
月
26
日（
火
）で
す
。
 

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の 

改
正
に
つ
い
て
！！
 

　
平
成
16
年
分
の
課
税
売
上
額
が
1
，

0
0
0
万
円
を
超
え
る
方
に
つ
い
て
は

平
成
18
年
分
か
ら
消
費
税
・
地
方
消
費

税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

 
新
た
に
該
当
さ
れ
る
方
は
速
や
か
に

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
税
務

署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⇩

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
画
面
上
に
入

力
し
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
か
ら
出
力
し

た
申
告
書
を
そ
の
ま
ま
提
出
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o.jp

か
ら
「
確
定

申
告
特
集
ペ
ー
ジ
」
、
次
に
「
所
得
税
の

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
へ
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。
24
時
間
利
用
可
能
で
す
。
 

22

口座振替早収割引制度がスタートします口座振替早収割引制度がスタートします口座振替早収割引制度がスタートします
　口座振替を利用し、毎月の保険料を納付期限（例：

4月分保険料なら5月末が納付期限）より1ヶ月早く納

めると、保険料が割引になる口座振替早収割引制度

（早割）が平成17年4月からスタートします。それに

伴い、１年分・6ヶ月分を前もって納める前納も口

座振替を利用すると、現金で前納するよりさらに割

引になります。 

毎月納付 
（翌月末振替） 

振替方法 

1年前納 

6ヶ月前納 

毎月納付 
（当月末振替による早割） 

 

振替日 

翌月末 
例：4月分は5月末日に振替 

4月末日（4月～翌年3月分） 

4月末日（4月～9月分） 
１０月末日（10月～翌年3月分） 
 当月末日 
例：4月分は4月末日に振替 
 

割引対象 

× 
○ 

○ 

○ 

※振替日が休日の場合は翌営業日 

◆前納（口座振替利用）した場合 

定額保険料 現金納付で前納 口座振替で前納 

1 年分前納  

6か月分前納 

162,960円 

81,480円 

160,070円 

80,820円 

159,540円 

80,550円 

◆1ヶ月分を口座振替の毎月納付（当月末振替による早割）にした場合 

定額保険料（１ヶ月分） 毎月納付（当月末振替による早割） 

13,580円 13,540円 

申し込み等については、金融機関、郵便局、または社会保険事務所へ 

※平成17年4月分保険料から「早割」や口座振替による前納をご利用希望の方は、
　3月中に社会保険事務所で処理する必要がありますのでお早めにお申込ください。 

■問い合わせ先　加古川社会保険事務所　10794-27-4511

国民年金保険料 国民年金保険料 国民年金保険料 

■割引対象 

■割引額 ☆平成17年度保険料（月額13,580円） 

平成17年4月から 
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　今年度最後のわくわく探検隊（ふるさと学舎）の活

動を2月6日（日）に行いました。昨年度と同様に「昔

にあそぼう」と題して、子ども達とおじいちゃんや

おばあちゃんに昔の遊び（けん玉、ビー玉、おじゃみ、

めんこなど）を体験してもらいました。去年も同じ

ことを感じたのですが、テレビゲームなどに慣れて

いる子どもたちが、単純な遊びに嬉々として取り組

んでいる様子がとても印象的でした。 

 活動は、9つのコーナーを設けて、小グループが

体験しながら回るようにしましたので、私としては、

50人ほどの子どもたちを9つにグループ分けしなけ

ればなりません。2つの小学校の子が混ざっていま

すので、こちらで適当に分けることも考えたのです

が、何度も一緒に探検している子どもたちなので、

ちょっと冒険してみました。高学年の子をリーダー

にして、その子を中心にグループを作り、活動させ

てみたのです。6年生を立たせると3名、5年生は5名

でしたので、4年生1名を加えて9名の「キャプテン」

が指名されました。（ほとんど無理やりです）そして、

キャプテンに課せられた使命は、 

①グループの面倒をしっかり見る。（低学年の子が

　多いので） 

②各コーナーで使った道具は、グループで責任を持

　って元通りに片付ける。 

でした。うまくいかないグループができるかもしれ

ないと、少しだけ心配しながら見ていたのですが、

すぐに取り越し苦労であったことが分かりました。 

 「キャプテン」は、隊員をしっかりと見ていて、

指示をし、移動させていきました。もちろん自分が

楽しむことも忘れていませんでしたが、終わったあ

とは、きちんと片付けをさせ、最後に自分が仕上げ

をしてから、次へ動いていました。 

　普段の生活を見ていない私にとっては、それぞれ

がどんな子なのかは分かりませんが、任せられたこ

とを一生懸命にしようとしている「キャプテン」達

の姿に感心させられました。できないかも知れない

けれど、任せてやることは、大切なことなんだと今

さらながら考えさせてもらいました。　あまりにう

れしかったので、隊員みんなで「キャプテン」達に

「ありがとう」と「ごくろうさん」の拍手をして活

動を終わりました。 

社会教育主事　和田 

頼りになる「キャプテン」達 
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に ち はんこ

テレホンサービス　２８ ３９９３ 
（毎週金曜日に内容がかわるよ） 

　
私
に
は
、
二
人
の
子
供
が
い
ま

す
。
 

 
二
人
目
の
お
産
前
、
早
産
で
未

熟
児
と
言
わ
れ
、
救
急
車
で
転
院

し
す
ぐ
手
術
と
な
り
ま
し
た
。
出

産
後
、
保
育
器
の
中
で
全
く
動
か

な
い
わ
が
子
を
見
て
『
無
事
育
つ

だ
ろ
う
か
？
』
と
不
安
。
退
院
後

も
か
細
い
声
で
泣
く
声
を
聞
き
、

時
間
を
見
て
は
ミ
ル
ク
を
あ
げ
て

も
飲
ま
な
く
て
捨
て
る
こ
と
ば
か

り
、
不
安
だ
ら
け
の
育
児
の
始
ま

り
で
し
た
。
 

 
兄
に
は
上
に
乗
ら
れ
た
り
、
ひ

ど
い
こ
と
を
さ
れ
る
の
で
お
び
え

て
泣
い
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。
 

 
兄
は
ア
ト
ピ
ー
が
ひ
ど
く
、
家

の
中
に
い
る
事
が
多
か
っ
た
せ
い

で
、
次
男
は
外
遊
び
を
あ
ま
り
せ

ず
育
ち
、
学
習
セ
ン
タ
ー
に
行
っ

て
も
私
に
く
っ
つ
い
て
泣
い
て
ば

か
り
い
ま
し
た
。
し
か
し
2
歳
半

を
過
ぎ
よ
く
泣
く
け
ど
た
く
ま
し

く
な
り
外
遊
び
も
す
る
よ
う
に
な

っ
て
兄
と
よ
く
遊
び
、
今
で
は
„
デ

カ
レ
ン
ジ
ャ
〜
！
“
と
歌
い
な
が

ら
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
近
所
の

方
に
も
相
手
に
な
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
少
し
ず
つ
成
長
し
無
愛
想
で

泣
い
て
ば
か
り
い
た
子
が
笑
顔
で

他
人
に
対
し
て
接
触
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
家
族
も
で
す
が
、

近
所
や
学
習
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方

の
お
陰
だ
な
ぁ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
 

 
滑
り
台
、
三
輪
車
な
ど
運
動
す

る
事
を
嫌
が
り
、
他
の
子
よ
り
も

成
長
の
遅
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が

今
は
風
邪
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ひ
い

て
は
中
耳
炎
な
ど
眼
科
・
耳
鼻
科
・

小
児
科
と
病
院
通
い
な
の
で
何
よ

り
も
体
が
丈
夫
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
が
一
番
の
望
み
で
す
。
 

 
優
し
く
て
女
の
子
み
た
い
な
の

で
、
間
違
え
て
男
の
子
に
生
ん
で

し
ま
っ
た
の
か
も
？
 

 
今
の
君
が
一
番
好
き
!!
　
 

 
無
事
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
!!
 

 
私
の
所
に
来
て
く
れ
て
、
あ
り

が
と
う
〜
!!
 

　このコーナーは、学校・園での取り

組みや今後のあり方について、地域の

みなさんと一緒に考えていきます。 

～黒田庄中学校編～ 

　3月になり、寒さが緩み始め春の訪れを感じています。イング
ランドでは、ラッパスイセンや子羊の誕生が、春の訪れの代名詞
です。3月1日はウェールズの守護聖人の日で、聖デイヴィッドデ
イと呼ばれています。 
 聖デイヴィッドはウェールズの聖職任命権者でした。愛国心の
強いウェールズの人々は、その日をラッパスイセンやポロねぎを
つけた衣装で祝います。これらの花はウェールズの国家とされて
います。 
 私自身は、日本での生活をとても楽しんでおり、まもなく北海
道や広島、そして京都に行く予定です。さらに、今月中には奈良
に行く予定もあり楽しみにしています。母がイングランドからや
ってくることも楽しみであり、母もまた日本に来ることや私の黒
田庄町での暮らしにふれることをとても楽しみにしています。 

Ｋａｔｙ　Ｃｏｌｅｍａｎ 

ALTとは外国語指導助手のことで、 
本町では学校等で英語を教えています。 ＡＬ

Ｔの

　
昨
年
11
月
17
日
に
奈
良
市
の
小

学
1
年
生
が
、
下
校
中
に
誘
拐
殺

害
さ
れ
る
と
い
う
悲
し
い
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も

の
安
全
強
化
を
図
っ
て
い
る
矢
先

の
先
月
14
日
に
は
、
寝
屋
川
市
の

小
学
校
舎
内
に
お
い
て
、
刃
物
を

持
っ
た
不
審
者
に
教
職
員
3
人
が

死
傷
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

　
本
町
校
園
で
は
、
日
頃
の
安
全

対
策
と
し
て
、
地
区
ご
と
の
一
斉

下
校
や
教
職
員
に
よ
る
下
校
指
導

（
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
）、
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
そ
の
訓
練

な
ど
を
重
ね
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
校
園
内
で
危
険
を
感
じ
た
ら

す
ぐ
に
県
警
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
通

報
す
る
な
ど
、
警
察
や
地
域
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
対

策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
し
か
し
、
登
下
校
中
の
子
ど
も

た
ち
や
学
校
園
の
周
り
に
、
怪
し

い
と
思
わ
れ
る
車
や
人
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
大
変
難

し
い
こ
と
で
あ
り
、
学
校
職
員
だ

け
で
は
到
底
不
可
能
な
こ
と
で
す
。
 

　
そ
こ
で
、
町
を
あ
げ
て
子
ど
も

の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
、
県
が

推
進
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
ハ
ー
ト
・

ブ
リ
ッ
ジ
運
動
」
を
本
町
も
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
こ
れ
は
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち

へ
声
を
か
け
る
こ
と
な
ど
で
、
身

近
に
で
き
る
安
全
対
策
で
す
。
い

つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ご

賛
同
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
「
ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ
ル

ー
プ
」
の
推
進
も
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
区
を
活
動
区
域
と
す
る

組
織
で
、
子
ど
も
の
見
守
り
や
防

犯
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。
町
内

で
現
在
1
グ
ル
ー
プ
が
申
請
さ
れ

て
い
ま
す
。
各
地
区
に
グ
ル
ー
プ

が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
の
安
全
を
図
た
め
に
学

校
も
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
ま
す
。

地
域
で
も
子
ど
も
の
安
全
へ
の
意

識
を
さ
ら
に
高
め
て
い
た
だ
き
，

具
体
的
な
活
動
を
一
層
広
め
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

 　ひ
ょ
う
ご
 

　
　
ハ
ー
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
運
動
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　
中
央
公
民
館
 

　
1
○
4
0
1
7
 

　ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ
ル
ー
プ
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　
役
場
・
住
民
課
 

　
1
○
2
1
2
1

子どもの安全確保 
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介
護
保
険
を
考
え
よ
う 

介
護
保
険
を
考
え
よ
う 

 

　
　
　
　
今
年
は
ス
ギ
花
粉
が
爆
発
的
に
飛
散
す
る

　
　
　
予
測
！
（
昨
年
に
比
べ
て
約
１０
〜
１５
倍
と
も

　
　
　
い
わ
れ
ま
す
）
花
粉
症
の
方
に
は
気
が
重
く
、

　
　
　
そ
う
で
な
い
方
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
花

　
　
　
粉
が
多
い
と
体
の
反
応
も
激
し
く
な
る
の
で
、

と
に
か
く
早
め
早
め
に
手
を
打
つ
事
が
大
切
。
万
全

な
対
策
を
し
て
、
爽
や
か
な
春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
 

●
花
粉
症
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
 

 
花
粉
症
は
、
花
粉
に
対
し
て
人
間
の
体
が
起
こ
す

異
物
反
応
。
く
し
ゃ
み
や
鼻
づ
ま
り
等
を
起
こ
す
こ

と
で
そ
れ
以
上
花
粉
（
抗
原
）
を
吸
入
し
な
い
よ
う

に
、
排
出
す
る
体
の
反
応
で
す
。
こ
の
体
の
免
疫
反

応
が
、
花
粉
に
過
剰
反
応
し
て
花
粉
症
の
症
状
が
出

ま
す
。
症
状
が
出
る
か
は
花
粉
に
対
し
て
抗
原
が
作

ら
れ
る
体
質
か
ど
う
か
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
一
定
量

の
抗
体
が
体
内
に
蓄
積
さ
れ
る
と
発
病
す
る
と
い
う

性
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
誰
も
が
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
す
。
 

●
早
め
の
予
防
・
治
療
が
肝
心
！！
 

【
予
防
】
 

1
．
花
粉
を
避
け
る
方
法
 

・
マ
ス
ク
：
吸
い
込
む
花
粉
を
約
１/３
か
ら
１/６
に
減
ら

し
ま
す
。
使
い
捨
て
が
衛
生
的
で
、
マ
ス
ク
と
顔
の

隙
間
を
な
く
す
為
に
は
立
体
型
の
も
の
が
ベ
ス
ト
。

花
粉
症
で
な
い
方
も
、
新
た
に
花
粉
症
に
な
る
可
能

性
を
低
く
く
す
る
事
が
期
待
で
き
ま
す
。
 

・
メ
ガ
ネ
：
目
に
入
る
花
粉
を
約
１/２
か
ら
１/３
に
減
ら

し
ま
す
。
着
用
に
違
和
感
の
な
い
花
粉
症
用
の
メ
ガ

ネ
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
通
常
の
メ
ガ
ネ
で
も

効
果
は
あ
り
ま
す
。
（
コ
ン
タ
ク
ト
使
用
者
も
、
こ

の
時
期
は
メ
ガ
ネ
に
変
え
た
ほ
う
が
予
防
の
た
め
に

良
い
）
 

・
衣
類
：
羊
毛
製
の
上
着
な
ど
は
花
粉
が
付
着
し
や

す
く
、
花
粉
を
屋
内
に
持
ち
込
み
や
す
い
の
で
、
す

べ
す
べ
し
た
表
面
の
綿
か
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
化

学
繊
維
の
も
の
が
お
勧
め
で
す
。
 

・
そ
の
他
：
花
粉
が
付
着
し
や
す
い
頭
や
顔
に
は
、

帽
子
で
対
応
し
た
り
、
う
が
い
や
洗
顔
で
花
粉
を
除

去
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
一
般
的
な
注
意

事
項
と
し
て
、
睡
眠
を
良
く
と
る
こ
と
、
よ
い
生
活

習
慣
を
保
つ
こ
と
は
、
正
常
な
免
疫
機
能
を
保
つ
た

め
に
大
切
で
す
。
カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
事
、
お
酒
の
飲

み
す
ぎ
に
気
を
つ
け
る
こ
と
、
タ
バ
コ
を
控
え
る
こ

と
も
鼻
の
粘
膜
を
正
常
に
保
つ
た
め
に
重
要
で
す
。
 

2
．
薬
物
に
よ
る
方
法
 

　
基
本
的
に
は
治
療
で
行
わ
れ
る
薬
物
療
法
と
同
じ

で
す
。
 

【
治
療
】
 

①
症
状
を
軽
く
す
る
薬
物
療
法
 

 
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
科
学
伝
達
物
質
遊
離
抑
制
薬
、

ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
拮
抗
薬
な
ど
の
様
々
な
内
服
、
点

眼
、
点
鼻
が
あ
り
ま
す
。
（
症
状
に
あ
わ
せ
て
、
耳

鼻
咽
喉
科
・
眼
科
、
ま
た
は
内
科
、
小
児
科
を
受

診
下
さ
い
。
）
薬
剤
を
上
手
く
使
い
分
け
れ
ば
約

7
〜
8
割
の
花
粉
症
の
方
が
副
作
用
な
く
、
症
状

が
ほ
と
ん
ど
出
ず
に
過
ご
せ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

花
粉
飛
散
開
始
2
週
間
ほ
ど
前
よ
り
内
服
し
始
め

る
初
期
療
法
が
一
般
的
で
効
果
が
高
い
で
す
。
 

②
根
本
的
に
治
す
根
治
療
法
 

 
感
作
療
法
：
特
に
症
状
の
重
い
方
が
適
応
さ
れ

ま
す
。
花
粉
の
抽
出
液
を
少
し
ず
つ
濃
度
を
上
げ

て
注
射
し
て
、
体
を
花
粉
に
慣
ら
す
（
免
疫
を
獲

得
す
る
）
治
療
法
で
す
。
原
則
と
し
て
、
花
粉
症

の
季
節
の
3
ヶ
月
以
上
前
か
ら
は
じ
め
、
2
年
以

上
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
を
終
了
す
れ
ば
、

止
め
た
後
で
も
効
果
は
持
続
し
、
軽
症
、
無
症
状

に
な
っ
た
方
が
８０
％
以
上
と
い
う
高
い
効
果
！
 

③
そ
の
他
の
治
療
法
 

 
健
康
食
品
や
民
間
療
法
、
レ
ー
ザ
ー
手
術
な
ど

の
外
科
的
療
法
等
様
々
な
療
法
が
あ
り
ま
す
が
医

学
的
評
価
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
を
見

極
め
て
、
治
療
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？
 

いずみ会から、健康な生活が過ごせるための 
食生活実践のヒントをお知らせします。 

簡単料理で健康づくり！ 

『蒸しかぼちゃのピリ辛ねぎソース』 

《材料2人分》 
かぼちゃ…200ｇ（1/4個） 
ねぎ……………1本 
トウバンジャン…小さじ１ 
　　塩………少々 
　　酒・サラダ油 
　　　　………各小さじ１ 
　　しょうゆ………小さじ１弱 
　　酒……大さじ１　塩……少々 
　　ごま油……大さじ１ 

《作り方》 
①かぼちゃは食べやすい大きさに切って、Aの材料を全
体にまぶし、皿に並べて電子レンジ（600ｗ）で2～3分
間加熱する。 
②ねぎはみじん切りにする。 
③中華なべを熱してごま油をなじませ、トウバンジャン
を香りよく炒める。ねぎを加えて炒め、Bの調味料を
からめるように混ぜる。 
④皿に①のかぼちゃを盛り、上から③をかける。 

1食あたりの栄養成分  

　熱量171Kcal　塩分1.5g　　 
　家森幸男監修　「長寿のおかず」より 
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
学
生

の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
、
一
般
的
に
収
入
が
な
く
保
険
料

を
本
人
が
納
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
 

 
そ
の
よ
う
な
時
に
は
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
し
て
承
認
を

受
け
る
と
、
申
請
の
あ
っ
た
月
の
前
月
分
か
ら
最
長
そ
の
年
度

末
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
卒
業
後
に
後
払
い
で

き
ま
す
。
 

 
な
お
、
学
生
納
付
特
例
制
度
は
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な

期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

10
年
以
内
で
は
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
卒
業
後
は
忘
れ
ず
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

    
 

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
新
年
度
も
引
続
き
就
学
で
猶
予
を

　
希
望
さ
れ
る
方
も
４
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

この1品に1日に必要なビタミンEが半分強も。 

花
粉
症
予
防
、も
う
対
策
は
出
来
て
い
ま
す
か
？
 A

B

老
化
を
遅
ら
せ
て
健
康
寿
命
を 

延
ば
し
ま
し
ょ
う 

　
み
な
さ
ん
の
身
近
に
も
「
と
て
も
９０
歳

に
は
見
え
な
い
」
と
い
わ
れ
る
元
気
な
方

が
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
と
り
も

な
お
さ
ず
老
化
は
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
証
で
す
。
 

 
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
遅
く
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
、
生
き
が
い
や
社
会
的

な
役
割
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
期
間
、
す
な
わ
ち
「
健
康
寿
命
」

を
長
く
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

 
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
健
康
寿
命
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
心
身
の
機
能
を
急
激
に
低
下

さ
せ
る
脳
卒
中
や
骨
折
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
さ

ら
に
食
生
活
や
運
動
、
社
会
参
加
な
ど
の
生
活
習
慣
を
改
善
し

て
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
す
な
わ

ち
「
介
護
予
防
」
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

こ
ん
な
心
あ
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

 
・
転
倒
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
 

 
・
低
栄
養
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
 

 
・
歩
く
と
足
や
関
節
に
痛
み
が
あ
り
ま
せ
ん
か
 

 
・
も
の
忘
れ
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か
 

 
・
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

（
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
「
か
か
り
つ
け
の

医
師
」
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
）
 

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
 

市
役
所
・
町
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
ま
で
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福
地
で
は
、
昨
年
度
「
福
地
の
森

づ
く
り
」
と
し
て
地
区
の
役
員
、
子

ど
も
会
、
消
防
団
、
体
協
役
員
等
で

草
刈
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
を
使

っ
て
登
山
道
整
備
し
、
手
作
り
の
登

山
コ
ー
ス
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
そ
れ
が
、
昨
年
の
台
風
で
ど
こ
の

山
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
倒
木
や

折
れ
た
木
々
な
ど
で
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
地
区
の
み

な
さ
ん
が
協
力
し
て
再
び
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
の
財
産
で
あ
る
里
山

を
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

今
月
地
域
活
動
推
進
事
業
と
し
て
計
画

さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 
岡
　
　
3
月
下
旬
〜
　
　
 

　
　
　
　
桜
ま
つ
り
 

 
福
地
　
3
月
20
日（
日
）　
　
 

　
　
　
　
歩
こ
う
会
 

今
年
の
恵
方
は
『
西
南
西
』
 

　
　
　
　
　
…
福
は
内
・
鬼
は
外
？
 

人
権
を
尊
ぶ
ま
ち
づ
く
り
 

管
内
の
災
害
状
況
や
近
く
の
公
立
病

院（
夜
間
、
休
日
）の
診
療
科
目
を
知

り
た
い
と
き
 

　
消
防
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
23
7
7
4
4
 

消
防
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
 

　
黒
田
庄
消
防
駐
在
所
1
28
5
1
1
9

開
庁
時
間
 

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 

に
し
た
か
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

 h
ttp
://w

w
w
.n
ish
itak
a119.n

et

　
み
な
さ
ん
は
、
気
管
挿
管
と
い
う

処
置
を
御
存
知
で
す
か
？
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
て
い
る
手
術
シ
ー
ン
で
、

患
者
役
の
人
が
口
に
管
を
く
わ
え
て

い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
 

 
気
管
挿
管
は
、
肺
に
酸
素
を
確
実

に
送
る
こ
と
が
で
き
る
処
置
で
、
認

定
救
急
救
命
士
で
あ
れ
ば
、
平
成
16

年
7
月
1
日
か
ら
実
施
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
 

 
そ
れ
に
合
わ
せ
て
昨
年
か
ら
、
に

し
た
か
消
防
本
部
で
は
認
定
救
急
救

命
士
を
養
成
す
べ
く
、
西
脇
病
院
の

協
力
を
得
て
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
 

※
認
定
救
急
救
命
士
…
気
管
挿
管
に
つ
い

　
て
の
62
時
間
の
講
習
と
気
管
挿
管
実
習

　
30
症
例
を
修
了
し
た
者
の
こ
と
。
 

消
防
通
信
 

　
2
月
23
日
に
小
野
市
で
開
催
さ
れ

た
「
平
成
16
年
度
北
播
磨
地
域
土
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
 

 
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
加
西
市
上
若

井
営
農
組
合
は
、
耕
種
農
家
が
中
心

と
な
っ
て
町
内
の
酪
農
家
と
共
に
連

携
を
と
っ
て
堆
肥
施
用
に
よ
る
土
づ

く
り
の
事
例
を
、
そ
し
て
吉
川
町
堆

肥
散
布
機
械
利
用
組
合
は
畜
産
農
家

が
中
心
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
 

 
あ
ら
た
め
て
耕
畜
連
携
に
よ
る
土

づ
く
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
加
西
市
に
あ
る
酒
造
会
社

「
富
久
錦
」
の
稲
岡
会
長
よ
り
「
消

費
者
の
変
化
に
み
る
酒
造
り
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
、
日
本
酒
業
界
の

低
迷
の
現
状
と
そ
の
理
由
、
安
心
と

安
全
の
意
味
、
そ
し
て
生
産
者
と
消

費
者
は
一
体
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
消
費
者
は
食
に
は
関
心
が

あ
る
が
農
に
は
関
心
が
薄
い
の
で
、

そ
の
意
識
改
革
を
す
る
の
は
生
産
者

が
自
ら
安
心
な
農
産
物
を
生
産
し
て

消
費
者
の
意
識
改
革
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
実
り
あ
る

講
演
で
し
た
。
 

 
本
町
に
お
い
て
も
、
2
月
20
日
に

「
黒
田
庄
山
田
錦
部
会
生
産
者
大
会
」

が
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
3
名
の
生
産
者
の
体
験
発

表
、
そ
し
て
富
山
県
の
銀
盤
酒
造
株

式
会
社
の
堀
川
社
長
に
も
お
越
し
頂

い
て
「
蔵
元
が
求
め
る
山
田
錦
」
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
、
土
づ
く
り
を

基
本
と
し
た
高
品
質
な
山
田
錦
栽
培

に
向
け
た
大
会
決
議
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
来
る
3
月
21
日
に
は
「
第

10
回
有
機
の
里
づ
く
り
全
町
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
「
第
17
回
黒
田
庄
物
産
研

究
大
会
」
と
合
同
開
催
し
て
、
生
産

者
と
消
費
者
の
連
携
を
よ
り
深
め
、

ま
た
建
設
予
定
の
「
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
を
拠
点
と
し
た
全
町
有
機
土

壌
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
考
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

有
機
の
里
か
ら
こ
ん
に
ち
は
 

○ ○ 

北
播
磨
地
域
土
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
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地
域
活
動
推
進
委
員
さ
ん
 

　
　
　
　
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
 

REGIONAL ACTIVITYREGIONAL ACTIVITY

AGRICULTURE FIRE STATIONFIRE STATION

HUMAN RIGHTSHUMAN RIGHTS

救
急
救
命
士
の
気
管
挿
管
 

病
院
実
習
に
ご
協
力
を
！
 

■
問
い
合
わ
せ
先
　
 

　
有
機
の
里
づ
く
り
推
進
委
員
会
事

　
務
局
1
　
2
1
2
1（
内
線
1
2
9
） 

　
恵
方
に
向
か
っ
て
、
願
い
を
こ
め
な

が
ら
無
言
で
巻
き
ず
し
を
丸
か
ぶ
り
す

る
と
、
願
い
が
か
な
い
福
が
来
る
の
だ

そ
う
で
す
。
私
も
こ
れ
に
習
っ
て
、
黒

っ
こ
巻
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
み

な
さ
ん
は
節
分
を
ど
う
迎
え
ら
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
 

 
豆
ま
き
は
、
『
福
は
内
は
二
声
、
鬼

は
外
と
一
声
、
三
度
ず
つ
ま
く
』
が
正

式
と
か
、
行
事
は
「
時
代
」
を
反
映
し
、

豆
も
ピ
ー
ナ
ツ
や
キ
ャ
ン
デ
ー
で
あ
っ

た
り
と
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
節
分

の
一
方
の
主
役
・
鬼
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
 

 
パ
ソ
コ
ン
で
『
鬼
の
起
源
と
発
達
』

を
検
索
し
て
み
ま
し
た
・
・
 

 
す
る
と
、
『
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
関

係
も
戦
時
中
は
「
鬼
」
と
呼
ん
で
い
た

ア
メ
リ
カ
を
、
戦
後
は
一
転
し
て
神
様

の
よ
う
に
扱
い
、
日
本
人
は
こ
の
50
年

間
、
ど
ん
ど
ん
ア
メ
リ
カ
の
真
似
を
し

て
き
ま
し
た
。
や
は
り
「
お
に
」
と
「
か

み
」
は
転
換
可
能
な
面
も
あ
る
の
で
し

ょ
う
。
そ
れ
故
に
「
鬼
」
の
字
を
「
お

に
」
と
も
「
か
み
」
と
も
読
む
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
戦
時
中
は
日
本
と
い
う
単

位
の
結
界
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
戦
後
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
ま
と

め
た
結
界
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
く
る
転
換
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
「
仲
間
」
の
範

囲
が
広
が
っ
た
訳
で
す
。
浜
田
広
介
の

「
泣
い
た
赤
鬼
」
も
象
徴
的
で
す
。
こ

れ
は
そ
れ
ま
で
よ
そ
も
の
と
さ
れ
て
い

た
人
が
、
村
人
が
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、

「
仲
間
入
り
」
し
た
こ
と
を
表
し
ま
す
。

近
代
の
特
徴
と
し
て
、
人
々
の
「
身
内
」

と
み
な
す
範
囲
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
以

前
は
村
ま
で
だ
っ
た
の
が
明
治
以
降
日

本
全
国
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
戦
後
は
欧

米
ま
で
広
が
り
、
最
近
は
そ
の
結
界
の

中
に
ア
ジ
ア
を
加
え
よ
う
と
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
 

 
「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
の
物
語
は

心
理
学
的
に
も
面
白
い
も
の
で
す
。
お

む
す
び
が
こ
ろ
が
り
落
ち
た
穴
。
そ
こ

は
外
界
に
通
じ
る
、
結
界
の
外
で
あ
る

と
同
時
に
、
足
元
に
あ
る
も
の
、
つ
ま

り
心
の
中
に
あ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

い
く
ら
外
に
結
界
を
張
っ
て
も
、
心
の

奥
底
に
は
深
い
闇
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

鬼
は
私
た
ち
の
心
の
中
に
も
潜
ん
で
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
』
と
あ
り
ま
し

た
。
改
憲
論
が
盛
ん
で
す
。
平
和
は
ど

ち
ら
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 文
責
　
生
涯
学
習
課
兼
中
央
公
民
館
長
 

大
　
 

←
 

←
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ド
ラ
え
も
ん
？
か
ら

お
菓
子
を
も
ら
い
ま
し
た

ド
ラ
え
も
ん
？
か
ら

お
菓
子
を
も
ら
い
ま
し
た

　
2
月
8
日
、
く
す
の
き
保
育

園
で
「
交
通
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
、
紙
芝
居
を
使
っ
て

園
児
た
ち
に
交
通
安
全
に
つ
い

て
の
注
意
な
ど
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
紙
芝
居
後
に
は
園
児

た
ち
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
、

交
通
委
員
の
み
な
さ
ん
が
協
力

し
て
作
ら
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
な

ど
が
園
児
に
配
ら
れ
、
み
ん
な

大
喜
び
で
し
た
。
 

　
園
児
の
み
ん
な
！
交
通
ル
ー

ル
は
、
守
ろ
う
ね
！
 

お
い
し
い
燻
製
が

で
き
ま
す
よ
う
に
！

お
い
し
い
燻
製
が

で
き
ま
す
よ
う
に
！

　
2
月
２０
日
、
日
時
計
の
丘
公

園
で
燻
製
教
室
が
開
催
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
作
り
ま
し
た
。
 

　
初
め
て
作
っ
た
方
も
多
く
、

苦
戦
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
み

な
さ
ん
う
ま
く
で
き
た
よ
う
で

し
た
。
 

　
出
来
立
て
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
を
つ
ま
み
に
し
て
ビ
ー
ル
を

お
い
し
そ
う
に
飲
ま
れ
る
方
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
！
 

　
2
月
１９
日
に
「
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
養
成
講
座
」
が
隣
保
館
で

開
催
さ
れ
、
約
１５
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
 

 
今
回
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
で
の
対
立
な
ど
に
つ
い
て

学
ば
れ
、
講
師
の
国
際
理
解
教

育
セ
ン
タ
ー
の
角
田
尚
子
さ
ん

は
「
人
と
人
、
お
互
い
に
尊
重

し
あ
え
ば
必
ず
対
立
は
起
り
ま
す
。

し
か
し
、
両
者
が
勝
つ
よ
う
な

結
果
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
」
な
ど
、
人
と
人
が
付

き
合
っ
て
行
く
と
き
の
難
し
さ

や
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。
 

地
域
コ
ミ
奛
ニ
テ
鍈

の
創
造
の
た
め
に

地
域
コ
ミ
奛
ニ
テ
鍈

の
創
造
の
た
め
に

　
黒
田
地
区
の
み
な
さ
ん
が
、

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
と
防
犯

グ
ル
ー
プ
「
桜
丘
く
ろ
だ
グ
ル
ー

プ
」（
代
表
　
森
脇
義
治
さ
ん
）を

結
成
さ
れ
、
2
月
２１
日
に
第
1

回
の
「
見
守
り
活
動
」
を
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
老
人
会

の
方
々
な
ど
が
中
心
に
約
２０
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
見
守

り
や
地
域
で
防
犯
の
啓
発
な
ど

を
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
 

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を

守
ろ
う
！

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を

守
ろ
う
！

　
1
月
２７
日
、
現
在
建
設
中
の

黒
田
庄
駅
舎（
交
流
拠
点
施
設
）

工
事
の
安
全
を
願
っ
て
地
鎮
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
駅
舎
は
3
月
末
日
頃
に
完
成

予
定
で
、
今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
に
新
た
な
交
流
の
場

と
し
て
、
町
内
外
へ
の
情
報
発

信
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
予

定
で
す
。
 

　
4
月
上
旬
に
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

事
故
の
な
い

工
事
を
祈

て

事
故
の
な
い

工
事
を
祈

て

　
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ
ー
デ
ン
で
は
、

「
デ
イ
ホ
ー
ム
里
の
家
利
用
者
展
」

が
開
か
れ
、
お
年
寄
り
の
手
織

り
や
押
し
花
な
ど
の
作
品
の
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
同
ホ
ー

ム
の
利
用
者
な
ど
が
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
の
一
環
で
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。
特
に
手
織
り
の
織
物
な

ど
は
完
成
度
が
高
く
、
来
園
者

に
大
好
評
で
し
た
。
 

 
心
の
こ
も
っ
た
す
ば
ら
し
い

作
品
を
、
こ
れ
か
ら
も
作
り
続

け
て
く
だ
さ
い
ね
！
 

手
織
り
の
作
品
が

お
出
迎
え
！

手
織
り
の
作
品
が

お
出
迎
え
！

　
厳
し
か
っ
た
寒
気
も
遠
の
き
、
春
の
足

音
が
聞
こ
え
る
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
い
か
が
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
 

　
今
回
は
管
理
棟
裏
側
「
四
季
の
丘
」
に

あ
る
『
ギ
フ
蝶
ド
ー
ム
』
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
直
径
7
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
5
メ

ー
ト
ル
の
円
筒
形
で
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
パ

イ
プ
と
網
を
用
い
観
察
し
や
す
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。
ギ
フ
蝶
を
育
て
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
は
、
ギ
フ
蝶
の
保
護
と

繁
殖
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
「
黒
田
庄

希
少
生
植
物
愛
護
会
」
の
み
な
さ
ん
で
す
。
 

　
ギ
フ
蝶
は
別
名
„
春
の
女
神
“
と
も
呼

ば
れ
そ
の
羽
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蝶
に
よ

っ
て
（
羽
化
す
る
）
時
期
も
異
な
っ
て
お

り
、
最
大
で
も
20
日
間
ほ
ど
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
春
休
み
の
期
間
に
、
親

子
で
ゆ
っ
く
り
羽
化
す
る
状
態
を
観
察
し

て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
き

っ
と
感
動
が
待
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
寄
せ
植
え
や
ハ
ン
ギ
ン

グ
な
ど
多
様
に
楽
し
め
る
多
年
草

の
バ
コ
パ
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
管
理
を
う
ま
く
す
れ
ば
一

年
中
、
可
愛
ら
し
い
小
花
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
白
花
の
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
が
有

名
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
薄
紫
や

ピ
ン
ク
色
も
あ
り
ま
す
。
冬
の
寒

さ
に
も
強
く
花
の
少
な
い
季
節
に

も
活
躍
し
て
く
れ
ま
す
。
暑
さ
に

は
弱
い
の
で
、
夏
は
思
い
切
っ
て

き
り
戻
し
半
日
陰
の
涼
し
い
所
で

管
理
し
て
あ
げ
ま
す
。
 

　
3
月
頃
に
株
分
け
す
る
か
5
月

頃
に
さ
し
芽
で
殖
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

多
年
草
の
バ
コ
パ
 



くらし くらし くらし 
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募　集 募　集 募　集 

相　談 相　談 相　談 

 

催　し 催　し 催　し 税 税 税 

2月22日実施　51人 

多数のご協力ありがとうございました。

固定資産税の縦覧期間 
　3月は、国民健康保険税第10期分・

介護保険料第10期分（65歳以上の

方で年金から差引されない方）の

徴収月です。 

 納額通知書は、3月中旬頃に納

税者のみなさんのお手元に届きま

すので、忘れずに納めましょう。 

 口座振替の方には、納額通知書

を送付しませんので、先に送付し

ました納税通知書（16年度納付分）

をご確認のうえ納期限までに、指

定された口座へ入金してください。 

 納期限は3月31日(木)です。 

 「納期内完納」に一層のご協力

をお願します。 

 納税は、便利な口座振替もご利

用になれますので、預金通帳と銀

行届出印を持って役場・税務課ま

でお越しください。 

 

 

 

 

 

 

■と　き　3月24日（木） 
　　　　　午後2時～ 

■ところ　中央公民館　応接室 

■定　員　５名　 

■相談料　無料　 

■相談時間　1人20分 
　弁護士さんによる無料法律相

談です。予約制ですので、申し

込みは、前日までに。 

■問い合わせ先 
　役場・企画振興課  1○2121

法律相談 

■種　目 
一般公募 
　（18歳以上34歳未満の男女） 

技能公募 
　（18歳以上で保有する技能に

　応じ53～55歳未満の男女） 

■受付期間　4月8日（金）必着 

■問い合わせ先 
　青野原募集事務所 

　10794-66-7959

予備自衛官補募集 

スマトラ島沖大地震 
義援金募集！ 

 平成16年12月26日、スマトラ

島沖で発生した大地震は、震源

地を中心に甚大な被害をもたら

しました。阪神・淡路大震災を

上回る被害を受けられた被災者

に対して、地域が一体となって

温かい支援を行うため、兵庫県

と議会、地方４団体並びに民間

団体の協力のもと、「スマトラ

島沖大地震兵庫県義援金募集委

員会」を設立し、義援金を募集

しています。 

■義援金募集期間 
 平成17年3月31日（木）まで 

■募金方法 
 郵便振替口座により受付しま

　すので、下記の開設口座に振

　り込みをお願いします。 

・口座番号　00930－9－315935 

・口座名義　スマトラ島沖大地

震兵庫県義援金募集委員会 

■問い合わせ先 
 スマトラ島沖大地震兵庫県義

援金募集委員会事務局 

 1078-362-9121（直通） 

国民年金保険料 
集合徴収・年金相談 

　加古川社会保険事務所職員に

よる国民年金保険料集合徴収と

年金相談を実施します。 

 相談は無料です｡ 

■と　き　3月25日（金） 
　午前11時～午後3時30分 

■ところ　役場2階第1会議室 

養子を育てたい人 
のための講座 

■と　き　3月19日（土）、26日（土） 
 　　　　午後1時30分～4時（両日） 

■ところ　姫路市自治福祉会館 
 　　　　姫路市安田3丁目1　

　　　　　10792-88-0130 

 ＪＲ姫路駅より南へ　徒歩10分 

■定　員　夫婦15組（どちらか
　おひとりでの参加でも可） 

■資料代等　夫婦1組5000円　
　お一人の場合は3000円 

　当日配布資料・お茶代等 

■プログラム 
 1日目 

・ビデオ「ドキュメンタリー親

　子むすび」の上映と懇談 

 2日目 

・養親の子育て体験談 

・養子を迎えるための手続き、

　養子制度についての説明 

・子どもを受け入れた後の諸問

　題等についての話し合い 

■問い合わせ先 
　（社）家庭養護促進協会 

 〒650-0016 

　神戸市中央区橘通3丁目4-1　

　神戸市総合福祉センター2階 

 1078-341-5046 

　Fax078-341-1096

  

役　　場 

教育委員会 

中央公民館 

黒田庄農村勤労福祉センター 

 

保健センター 

福祉センター 

社会福祉協議会 

福祉送迎車（専用電話） 

 

黒田庄シルバー人材センター 

 

黒田庄浄化センター 

 

隣保館 

西沢会館 

東はりま日時計の丘公園 

 

東はりまフォルクスガーデン黒田庄 

 

黒田庄消防駐在所 

 

黒田庄在宅介護支援センター向陽苑 

 

給食センター 

 

1 ２８ 2121 

1 ２８ 4735 

1 ２８ 4017 

1 ２８ 4279 

1 ２８ 5005 

1 ２８ 5708 

1 ２８ 4343 

1 ２８ 5700 

1 ２８ 4567 

1 ２８ 5600 

1 ２８ 2344 

1 ２８ 2138 

1 ２８ 4851 

1 ２８ 5120 

1 ２８ 5119 

1 ２８ 3293 

1 ２８ 2026 

 

 

　固定資産税課税台帳の縦覧期

間は、4月1日～5月31日となります。 

 時間は、役場の執務時間中で

す。希望者は、役場・税務課へ

お越しください。 

　　　縦覧帳簿の記載項目 
「土地価格等縦覧帳簿」・・・

所在、地番、地目、地積、価格 

「家屋価格等縦覧帳簿」・・・

所在、家屋番号、種類、構造、

床面積、価格 

縦覧等に際して必要なもの 
 縦覧等に際し、お手持ちの納

税通知書、課税明細書、または

運転免許証等ご本人かどうか確

認できるものをご用意ください。 

 代理人として見える場合は、

必ず委任状をご持参ください。 

※閲覧および証明書の発行につ

　いては、納税義務者または借地・

　借家人等の方に限られます。 

陸運部・事務所からのお願い 

 毎年、年度末においては自動

車の検査・登録申請窓口が非常

に混雑して長時間お待たせする

ことになりますので、自動車の

検査・登録手続きは比較的すい

ている3月中旬までに、お済ませ

下さいますようお願いします。 

 なお、継続検査は、自動車検

査証の有効期間の満了する日の1

ヶ月前から受けられますので、

余裕を持って受けて下さい。 

■問い合わせ先 
　兵庫陸運部　1078-453-5525  

 姫路自動車検査登録事務所　

　10792-31-4011

　3月15日（火）までに申告を済ま

せましょう。 

 自動車の廃車・名義変更手続き

は3月31日（木）までに 

 平成17年度自動車税の賦課期日（4

月1日）が近づいています。廃車、

名義変更手続きがまだの車は、3

月31日（木）までに登録を済ませま

しょう。 

■問い合わせ先 
　兵庫陸運部　1078-453-5525  

 姫路自動車検査登録事務所　　

　10792-31-4011 

 家屋の取り壊しや、新・増築

をされた時は、役場・税務課ま

でご連絡ください。 

所得税と住民税の 
申告期限が近づいています 

28

～スマトラ島沖大地震の 
　　　被災者に温かい支援を！～ 
 

献 血 結 果献 血 結 果  献 血 結 果献 血 結 果  献 血 結 果  

廃車・名義変更について 
 

税務課からのお知らせ 

◎口座振替をご利用の方は、納期限前に預貯金残高のご確認をお願いします。 

◎介護保険料は、65歳以上の方で年金から差引されない方です。 

納期限 固定資産税 町県民税 国民健康保険税 介護保険料 

2月分 

3月分 

4月分 

2月28日（月） 

3月31日（木） 

5月2日（月） 

 第4期 第9期 

第１０期 

第1期 

 

第9期  

第１０期 

28■問い合わせ先　役場・税務課　1○2121
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●変更等もありますので、ご注意ください。 

おすすめ図書おすすめ図書おすすめ図書

 

CALENDAR
 
申告相談 

おかあさんのつどい 
あゆみの会 
申告相談 
『3kgやせる教室』フォロー教室 
申告相談 
あそびの教室 
 
黒田庄町卓球オープン大会 
町民ふれあい号（7日まで） 
総合相談 
母子健康手帳交付 
ひなクラス 
介護者のつどい 
育児学級 
 
幼児の発達相談 
1歳6ヶ月児健診 
 
ファシリテイター養成講座 
燻製教室 
黒田庄中学校卒業式 
あゆみの会 
乳幼児ツベルクリン検査 
6ヶ月児相談 
乳幼児ツベルクリン判定・BCG 
健康づくり講演会 
楠丘幼稚園卒園式 
桜丘幼稚園卒園式 
ほほえみの会 
乳幼児BCG接種 
町長室開放日 
春を探して歩こう会 
有機の里づくり全町フォーラム・物産研究大会 
母子健康手帳交付 
ひなクラス 
楠丘小学校卒業式 
桜丘小学校卒業式 
ふれあい巡回相談 
法律相談 
 
ふれあい巡回相談 

年金相談 
 
 
 
ふれあい巡回相談 
あゆみの会 
ふれあい巡回相談 
第16回西脇市・黒田庄町合併協議会 
 
ふれあい巡回相談 
 
ふれあい巡回相談 

午前9時～ 
午後1時～ 
午前10時～ 
午後1時30分～ 
午前9時30分～ 
午前9時30分～ 
午前9時30分～ 
午前10時～ 
 
午前8時～ 
午前10時～ 
午前9時～ 
午前9時30分集合 
午前9時30分～ 
午後1時30分～ 
午前9時30分～ 
 
午後1時～ 
午後1時30分～ 
 
午前9時30分～ 
午前10時～ 
午前9時30分～ 
午後1時30分～ 
午後1時30分～ 
午前9時30分～ 
午後1時30分～ 
午後1時30分～ 
午前9時30分～ 
午前9時30分～ 
午前10時～ 
午後1時30分～ 
午後1時～4時 
午前9時～ 
午前11時～ 
午後1時30分集合 
午後1時30分～ 
午前9時30分～ 
午前9時30分～ 
午後1時30分～ 
午後2時～ 
午前9時30分～ 
午後1時30分～ 
午前11時～ 
 
 
午前9時30分～ 
午後1時30分～ 
午後1時30分～ 
午後1時30分～ 
午後1時30分～ 
午前9時30分～ 
午後1時30分～ 
午前9時30分～ 
午後1時30分～ 

 
1（火）  

2（水） 
 3（木） 

 4（金） 

5（土） 
 6（日） 

 
 7（月） 

 
8（火） 
9（水） 

 10（木） 

11（金） 
12（土） 
13（日） 

 
14（月） 

 
15（火） 
16（水） 
17（木） 

 
 18（金） 

 
19（土） 
20（日） 
21（月） 

 22（火） 

 23（水） 

 24（木） 

 
25（金） 

 
26（土） 
27（日） 

 
28（月） 

 
 29（火） 

 30（水） 

 31（木） 

小苗クラブ  
船町公民館 
保健センター 
保健センター 
黒田公民館 
保健センター 
前坂集会所 
子育て学習センター 
 
農村勤労福祉センター 
城 崎 方 面  
保健センター 
保健センター
保健センター 
保健センター 
子育て学習センター 
 
西脇健康福祉事務所 
保健センター 
 
隣 保 館  
日時計の丘公園 
黒田庄中学校 
保健センター 
保健センター 
保健センター 
保健センター 
中央公民館 
楠丘幼稚園 
桜丘幼稚園 
福祉センター 
保健センター 
役場 町長室 
町 内  
中央公民館 
保健センター 
保健センター 
楠丘小学校 
桜丘小学校 
門 柳 分 館  
中央公民館 
大伏公会堂 
石原公民館 
役 場  
 
 
田高公会堂 
船町公民館 
小苗公会堂 
保健センター 
中央公民館 
黒田公民館 
西 沢 会 館  
前坂隣保館 
喜多公民館 

日　時 内　　　　　容 時　　　間 場　　所 

CALENDAR3月　カレンダー 
人のうごき 

加古川および門柳川の水質 

（敬称略） 

おくやみ（敬称略） 

坂本　正明　 64　 明　美　 前　坂 

村上富美子　 48　 芳　晴　 　岡 

中村　征一　 62　 本　人　 前　坂 

蛭田　ノブ　 76　 勘　二　 石　原 

宮崎　幸直　 49　 直　美　 石　原 

西村　嘉子　 77　 本　人　 船　町 

小林　晶子　 80　 正　巳　 田　高 

氏　名　　年齢　世帯主　　地区 

平成17年1月1日～1月31日受付 

川　岸　茉　椰　　錦　也  　　前　坂 

池　上　巴　耶　　英　樹　  　前　坂 

小　林　智　慧　　直　樹　  　田　高 

藤　原　依　歩　　由　之　  　黒　田 

東　田　琴　音　　譲　路　  　黒　田 

本　間　瑞　希　　直　樹　  　大　門 

氏　　名　　　保護者　　　地区 

平成17年1月1日～1月31日受付 

（平成17年１月31日現在） 

　ま　　や　 

は　　や 

ち　さと 

い　　ぶ 

こと　ね 

みず　き 

・人　口 
　　男 
　　女 
・世帯数 
・転　入 
・出　生 
・転　出 
・死　亡 
 
 

８,０６０人　 
３,８７９人　 
４,１８１人　 
２,３７３世帯 
１３人　 
６人　 
１７人　 
８人　 

 
 

2月（1日採取）の水質検査結果は次のとおりです。 

項　目 目標値 2月1日 

水素イオン 
濃度（PH） 

浮遊物質量 
（SS） 

生物化学的 
酸素要求量 

溶存酸素量 
（DO） 

大腸菌群数 

6.5以上 
8.5以下 

25㎎/r
以下 

3㎎/r
以下 

5㎎/r
以上 

5,000MPN 
/100p以下 

加 古 川  
門柳川① 
門柳川② 
加 古 川  
門柳川① 
門柳川② 
加 古 川  
門柳川① 
門柳川② 
加 古 川  
門柳川① 
門柳川② 
加 古 川  
門柳川① 
門柳川② 
 

7.0 
6.9 
6.9 
1未満 
1 
1未満 
1.4 
1.0 
1.3 
9.0 
9.1 
9.1 
490 
110 
220

加古川（畑瀬橋中央）・門柳川①（日時計の丘公園前）・門柳川②（門柳川上流） 

町
長
公
務
日
誌 

町
長
公
務
日
誌 

1
月
 

21
日
　
ウ
エ
ル
ハ
ー
ト
伊
藤
氏
来
庁
 

　
　
　
臨
時
区
長
会
現
場
調
査
 

　
　
　
臨
時
区
長
会
 

22
日
　
町
長
室
開
放
日
 

24
日
　
平
成
16
年
度
町
長
研
究
会
（
〜
25
日
）
 

 
25
日
　
第
15
回
西
脇
市
・
黒
田
庄
町
合
併
協
議
会
 

　
　
　
北
播
政
経
懇
話
会
新
年
例
会
 

　
　
　
居
住
安
定
支
援
助
成
金
・
住
宅
再
建
等
支
援
金
申
請
説
明
会
 

26
日
　
丸
山
教
育
長
来
庁
 

　
　
　
岡
之
山
美
術
館
長
来
庁
 

　
　
　
居
住
安
定
支
援
助
成
金
・
住
宅
再
建
等
支
援
金
申
請
説
明
会
 

27
日
　
交
流
拠
点
施
設
整
備
工
事
地
鎮
祭
 

　
　
　
防
災
無
線
通
信
訓
練
 

　
　
　
予
算
査
定
 

　
　
　
第
1
回
美
し
い
む
ら
づ
く
り
協
議
会
 

28
日
　
町
長
予
算
査
定
 

　
　
　
県
警
本
部
来
庁
 

31
日
　
連
絡
会
 

　
　
　
予
算
査
定
 

2
月
 

 
1
日
　
予
算
査
定
 

2
日
　
入
札
 

　
　
　
予
算
査
定
 

3
日
　
予
算
査
定
 

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
長
来
庁
 

　
　
　
北
部
処
理
水
放
流
説
明
会
 

4
日
　
予
算
査
定
 

 
　
　
防
災
無
線
収
録
 

5
日
　
読
み
聞
か
せ
教
室
 

6
日
　
楠
丘
小
学
校
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
 

 
　
　
成
田
山
節
分
祭
 

7
日
　
商
工
会
会
長
来
庁
 

8
日
　
神
戸
新
聞
来
庁
 

　
　
　
愛
知
県
師
勝
町
議
会
議
員
視
察
 

　
　
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

９
日
　
岡
区
長
来
庁
 

　
　
　
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
 

10
日
　
郡
町
長
会
 

　
　
　
氷
上
多
可
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員
全
員
協
議
会
 

　
　
　
合
併
協
議
会
幹
事
会
懇
親
会
 

11
日
　
前
坂
区
長
来
庁
 

14
日
　
連
絡
会
 

　
　
　
自
治
体
財
政
問
題
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

 
15
日
　
J
A
み
の
り
と
の
協
議
 

　
　
　
大
栄
環
境
㈱
来
庁
 

16
日
　
町
技
能
功
労
者
審
査
会
 

17
日
　
フ
ァ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
来
庁
 

 
18
日
　
北
播
磨
管
内
町
長
連
絡
会
（
〜
19
日
）
 

　
　
　
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
交
付
 

 
19
日
　
町
長
室
開
放
日
 

20
日
　
北
播
磨
地
域
夢
会
議
 

　
　
　
黒
田
庄
山
田
錦
部
会
生
産
者
大
会
 

　
　
　
J
A
み
の
り
来
庁
 

（
1
月
21
日
〜
2
月
20
日
）
 

町長室の開放日町長室の開放日
町長と話してみませんか？どな
たでも入れますので、気軽に町
長室へお越しください。 

　町長に会われる時間を指定され
たい方は、事前に役場企画振興課
1 28 2121までご連絡ください。 

3月19日（土） 
午後1時～4時 

○ 

お知らせお知らせ

1月の入札結果お知らせします 

「絵を描いてみたいな～・・・

でもうまく描けないしな～」と

思っている方は絵心の持ち主です。 

 今はコンパクトなデジタルカ

メラや携帯電話のカメラなどで、

簡単に写真が取れる時代ですが、

そんな時代だからこそ絵を描く

ことに意味があるかもですね。 

絵ゴコロ読本 
スケッチブックに広がる世界 

工　　事　　名 請負業者名 契約金額 

北播磨北部地域の緑豊かな 
地域環づくりに関する意見募集について 

（単位：円） 

　兵庫県では、北播磨北部地域（西

脇市および加西市の市街化区域およ

び市街化調整区域を除く地域・多可

郡）において、森林や田園の緑豊か

なふるさとの景観を守っていきなが

ら地域づくりを進めていきたいと考

えています。そのために、地域の環

境・景観の目標となる土地利用計画の検討をしているところです。 

 検討にあたっては広く住民の方々のご意見をお伺いしながら進

めていくことが必要と考えています。 

 ついては、みなさんのご意見を募集します。詳しくは兵庫県の

ホームページをご覧ください。 

■募集期間　平成17年３月８日（火）～28日（月） 

■問い合わせ先 
　兵庫県県土整備部まちづくり局開発指導室開発指導第2係 

　1078-362-3642　http：//web.pref.hyogo.jp/kaishi/index.htm 

　役場・企画振興課　1○2121

緑　条　例 

著
　
早
坂
優
子 

造林作業道門柳山1号線コンクリート舗装工事 門上建設（株）黒田庄支店 8,190,000
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